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調査研究実績 

の概要○○○ 

Ⅰ．研究の目的と方法 

2011年度より改訂・実施されている保育士養成課程の新カリキュラムでは、今まで以上

に「実践力や応用力をもった保育士を養成する」（「保育士養成課程等検討会中間まと

め」2010年３月）という方向性が明確に打ち出されている。児童・家庭問題の複雑化に伴

い、養成機関ではこれまでも保育現場の多様な課題に対応できるように、授業の工夫を行

ってきた。しかし、現在のところ、保育者養成における身体表現の授業実践に指針はな

く、担当教員の専門性により、様々な授業が行われている。筆者は、保育者養成では、自

ら動きを創出したり、他者から動きを引き出したりするコミュニケーションの体験が重要

であると考え、人との関わりから展開する即興的な身体表現の授業を行っている。しか

し、実際のところ、このような授業から学生が何を学びとり、卒業後は授業で学んだこと

をどのように保育実践に役立たせるのかという点については、不明である。身体表現教育

を充実させるためには、授業の学びの様相や保育実践への有用性を解明することが必要で

ある。保育者養成教育における身体表現教育を構築するための研究の一部として、今年度

は次の３点について研究を推進した。第一に、保育者養成における身体表現教育に関連す

る研究の動向と課題を先行研究から見出す。（文献研究）第二に、既にデータを収集して

いた保育者志望学生と地域の障害児が交流する実践の検証と保育者養成カリキュラムへの

導入の可能性を探る。（実践研究）第三に、「身体表現」の授業実践データ（具体的には

授業実践の映像と受講学生の内省）の継続収集とその整理・分析である。（実践研究） 
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調査研究実績 

の概要○○○ 

Ⅱ．研究の概要 

１．保育者養成における身体表現教育に関連する研究の動向と課題 

国内の研究を中心に、保育者養成における身体表現教育に関する研究の動向を整理し、

実践及び研究上の課題を明らかにした。特に、筆者が授業実践の中核とする「即興」、近

年保育学の領域で研究が推進されている「身体」、授業研究の実際に迫るため「授業実践

（保育者養成・特に身体表現）という３つのキーワードに絞り込み、関連する研究成果を

取り上げて論述した。「即興」や「身体」に関する様々な論考からは、「即興」の重要性

や「身体」への関心の高まりを確認することができ、保育者としての身体、あるいは身体

知という新しい視点の形成にも繋がっていることが確認できた。「授業実践」では、「表

現」領域の制定を機に、幼児理解や援助に関する研究が蓄積されているが、身体表現の授

業実践の研究は未だ推進されていない状況が浮き彫りにされた。以上、整理した先行研究

の概観を踏まえて、今後の研究及び実践において取り組むべき課題を３点にまとめた。身

体表現の特性に着目した研究の推進、カリキュラムの内容と方法の精査、幼児の身体表現

の研究の蓄積の活用、等である。 

２．保育を学ぶ学生と障害児が交流する身体表現の実践とその教育的価値 

保育を学ぶ学生と障害児が交流する身体表現の実践とその教育的価値の検証を行い、保

育者養成における新しい授業の在り方を構想する手掛かりを得ることを目的とした。実践 

の検証には、2010年に開催されたダンスワークに参加した学生の内省を使用し、学びの様

相を分析した。学生の学びを整理すると、以下の三点に総括できた。第一に、援助の経験

を積み重ねることで、行為をしつつ援助を行うことが可能になり、子どもの動きの模範と

なる等、身体表現に相応しい援助も出来るようになった。第二に、活動に参加することが

難しい子どもについては、適切な援助方法を絶えず模索する姿勢を持つことができた。第

三に、ダンスの指導においては、楽曲の選択や振付け等、複数の側面からの気付きを得

て、充実した指導を行うことについての思索を深めることができた。最後に、障害児と交

流する実践の授業化の可能性について、「保育内容」科目への導入を中心に検討した。 

３．保育者養成における即興表現の授業実践と学びの特性 

保育者養成の身体表現の授業において即興表現を中核とする実践を行い、受講学生の学びの

特性を明らかにした。具体的には、受講学生の内省を量的分析及び質的分析により検討した。

授業実践データは、2013 年４～５月に開講された保育士養成必修科目「身体表現Ⅰ」の授業、

計７回分である。受講学生は 23 名で、実践者は新山である。KH コーダ-による量的分析の結果

では、行為に着目した場合、「身体表現の主要行為」である「動く」「作る」「見る」を中心

に、「感覚的行為」、「関係性から生じる行為」、「思索的行為」、「理解や判断の行為」等

の出現を確認することができた。また、代表的事例の質的な分析によれば、その内容は、身

体や動きへの実感から、表現の工夫まで広がりがあり、仲間との関係性の中で深められる様

子も確認できた。 

 

Ⅲ．課題 

 これまでの研究成果を整理して、保育者養成における身体表現の授業、特に「即興」を中

核とした授業の有用性やその波及効果などについて、総括的な考察を行う。また、海外の先

行研究等も調査し、文献研究をさらに充実させる必要がある。 
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